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水
と
緑
の

人
間
環
境
都
市
を

目
指
し
て

本市は、清れつな地下水や豊かな

緑など恵まれた自然環境とそこに息

づく生態系循環を大切にし、人と自

然が共生する都市をつくる。また、

市民が安全で快適に過ごせる生活環

境を確保し、ゆとりや潤いのある良

好な環境の都市を目指す。

HU仙AN CITY KU仙AんlOTO

環境基本条例

私たちは、豊かな自然と先人の築いた

歴史的及び文化的遺産の恩恵を享受し、

良好な環境の下に生活してきましたo L

かし、最近の激しい社会経済情勢の変化

と都市化の進展に伴い∴この恵まれた環

境が損なわれようとしています。

健康で安全かつ快適な環境の下で生活

することは、市民共通の願いです。

そして、やすらぎと潤いのある良好な

都市環境を形成し、さらに、これを次の

世代へ継承することは、現代に生きる私

たちの責務でもあります。

良好な環境づくり
HU仙AN CITY KU仙A仙OTO
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そこで、本市は、このような基本理念

の下に、総合的な環境行政を進めるうえ

での基本となる「熊本市環境基本条例」
を制定しました。

今後は、この条例に基づいて21世紀を

展望した「環境総合計画」を策定すると

ともに、基本条例を具体化するため実践

条例を制定するなど、本市の良好な環境

を確保するための各種施策を進めていき
mm

環境総合計画

現在、地球環境問題から身近な生活環

境問題に至るまで、様々な環境問題が増

大していますQ

、　　　　　、　　　　　　　、

蝣^蝣-:!ォ蝣」√ ヰ・g・　　　　柳

これらの問題は、私たち人類の日常活

動が環境に過度の負担を与えていること

に起因しており、この解決のためには、

多方面にわたる行政施策、企業の事業活

動のあり方、私たち一人一人の日常生活

に至るまで、大きく見直していかなけれ

ばなりません。

本市では、このような環境問題に的確

に対応していくため、熊本市環境基本条

例に基づき、 21世紀に向けた環境行政の

9

緑

基本的かつ総合的計画として、 「熊本市環

境総合計画」を策定しています。

本計画は、都市を環境面から幅広く捉

えながら、市民・事業者・行政が一体と

なって、大切なふるさとの環境を守り育

てていくための望ましい環境づくりの指
針となるものですO

現在、基本構想の策定を終え、具体的

な計画編の策定作業を進めており、平成

4年度に完成する予定です。
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の推進に努めています。

酢h　　　　また、市街地に残された貴重な緑地帯

緑化の推進及び保全

市議会の「森の都宣言」を受けて、森

の都推進会議が組織され、森の都熊本の

再現に市民の総力をあげての努力が続け

られています。

街路、公園、学校、団地などの緑化を

積極的に進めており、目抜き通りなどに

はフラワーポットを配置して、花いっぱ

いの街づくりをめざしていますO

さらに、森の都を実現するには、市民

一人ひy の緑化曹識の音場と家庭の緑

である「立田山」を守るため、生活環境

保全林として県、市一体となって公有化

を進めており、その中には「立田山憩の

森」が開園され、市民の健康増進や憩い

の場として利用されていますQ

平成元年には制定された「熊本市緑地

の保全及び緑化の推進に関する条例」に

基づき、既存の緑地の保存にも努めてい

きます。

地下水保全

水は生命の源であるばかりでなく、都

f-u'i-Fii'.-ヒ∴.''I'「 }Jr吊i.I工I・K・. 、.

本市は古くから清らかな地下水に恵ま

れ、上水道をはじめ、農業、工業など多

用途に地下水を利用してきまLt

歩調を合わせ、昭和52年9月には、井戸

の届出制を基調とした「地下水保全条例」

を制定し、平成3年3月には、更に弓酎ヒ

改正をしました。

この限9ある地下水資源を後世まで末

永くしかも有効に活用していくためには、

地下水をとりまく自然、社会環境の変化

を常に監視し、地T水の挙動を科学的に

調査する必要があります。

そこで、本市では、長期水需給予測調

査、地下水利用量の把握、地下水位の観

測、地下水質の監視、地下水汚染調査及

び地下水汚染回復対策、水質汚濁防止対

策などを実施するとともに市民の十分な

理解と協力を得て、節水・再利鞘などに

よる水利用の合理化、地下水の人工かん

養などの保全対策を推進しています。

また、平成2年1月に地下水保全対策

立田山葵粧化トイレ

ごみ処理

地球規模での環境破壊と資源枯渇が進

むなかで、リサイクル社会の確立は胡二会

的要謂となっています。本市においても、

人口の増加・都市化の進展・産業の急速

な進展により、磯棄物の多量化・多様化

はますます進んでいます。

このような状況に対応するために、ご

み減量化推進事業の一環としてくまもと

ダイエット100キャンペーンを展開して

おりー　種々の施策を行っていますC

現ノ在、哩gJ処分場や清掃工場に持ち込

清掃
HU仙AN CITY KU八へA仙OTO

まれるごみのうち約50%が、あきぴん・

あきかん・新聞・雑誌等のリサイクルで

きる「資源ごみ」でしめられています。

このような資源を有効に活J弔する六二め、

分別収集の協力を新開・テレビ・広報紙

・施設見学バスツアー等のあらゆる機会

をとらえて行っていますO

また、家庭で不用になった耐久消管財

などのリサイクルを図る「リサイクル・

インフォメ-ションくまもと(不用品の

情報登録制度)」を開設しましたO

さらに、魅力ある都市環境形成・ごみ

テクノキュームシステム(真空式ごみ収集方式)

収集業務の近代化を随るため、市営新地

団地の建て替えに伴い、テクノキューム

システム(夷空式ごみ収集方式)の導入

を行いました.今後建設される市営用地

に'ぉいても導入していく予定です。

不法投棄防止対策として、環境を破壊

する廃棄物の不法投棄等を市民の協力を

得て早期発見し追放するために、不法投

棄巡視員制度を設置しました。

本市では、リサイクル社会の実現を目

指し21壮紀に向けて魅力ある都市環境を

作るために、市民・事楽音・行政が各々

の役割と責任を自覚し互いに協力しあう

環境にやさしい都市づく　りを目指してい

ますO

し尿処理

し尿処理事業については、市民の快適

?・・'!-:;蝣」」芯梢.を†米-.).蝣*.:.f)、計l叫白・J-Cil11滑を

収集と適正処理に努めています。

下水道の普及に伴い、し尿処理人口は

年毎に減少しているものの、平成3年度

は飽託4町合併に伴いくみ取り人口が8

万7千人・浄化槽人口が20万5千人と前

年度に比べ増加しています。

し尿収集はし尿処軍里計由に基づいて市

域を校区単位に地区別し、許可業者(10

悲)による計画的で円滑な定其別又集を実

施しています。くみ取りは月1回1ユ上の

収集、浄化槽については月1 iHlの保守.点

検と年1回11上の清掃を行っています.

収集したし尿と浄化槽汚さ尼は、莱部汚

・fcォifl喝と蓮r-;一年下'K処理*t!iT過iK :二処

理していますO

特に、常部汚水処理場では発生する余

warn-sx遍週mr.
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62637じ2年度

度から補助金制度を設け、小型合併処理

浄化槽`の普及促進に努めています。

さらに、市民サービスの向uと近代的

郎ill糠fit:-'、tt.蒐i.-n的に、-"-I-'.-'
ll11封で明るく
使い易い公衆トイレの美粧イヒ整備を行いー

平成2年度までに「花畑レヾ-クトイレ」
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化 が 必 要 で あ り ま す が 、 こ れ を 促 進 す る し か し 、 こ の 地 下 水 も 無 尽 蔵 で は な い 設 立 さ れ た 「 財

i 蓋 蓋 恵 菜 ≡ 芸 ≡ ≡ 買 芸 写 喜 ≡ 憂 え ≡ 芋 蔓 重 量 蓋 量 ≡ ≡ 5i … 至 芸 恵 三 芋 蔓 手 写 ≡ 喜 萎 … 三 軍 警 ≡ … JL

2 0

設 置 し 、 平 成 3 年 3 月 に

団 法 人 熊 本 地 下 水 基 金 」 r

也 下 水 保 全 に も 努 め 、 将 ～

、 し い 水 が 飲 め る 熊 本 市

す 。 1

l

熊 本 市 ご み 憲 章

1 l ご み を 生 み 出 す よ う .な 無 用 な 消 矧 ま や め ま し よ う 。

1 . ご み を 捨 て よ う と す る 前 に 、 も う 一 度 生 か す こ と を 考 え ま し よ う 。

1 . ご み 臥 他 人 の 迷 惑 に な ら な い よ う お も い や り を も っ て 始 末 し ま し

ょ う 0

剰 ガ ス を 消 化 槽 加 温 に 利 用 す る ほ か 、 老 を は じ め 1 1 カ 所 が 完 成 、 併 せ て き め 細 か

人 憩 の 家 の 浴 場 等 の 熱 源 と し て 再 利 用 L 、 な 維 持 管 理 を 行 っ て お り 、 好 評 を 得 て い

有 効 に 活 用 し て い ま す O ま す 。

次 に 、 最 近 社 会 的 に も 関 心 が 高 い 環 境 今 後 と も 、 2 1 世 紀 に 向 け て 快 適 な 都 市

問 題 、 中 で も 公 共 用 / J< 城 の 保 全 に つ い て 環 境 づ く り を 目 指 し 、 生 活 環 境 の 保 全 と

は 、 年 ‥活 排 水 対 策 の 一 環 と し て 昭 和 6 3 年 都 市 機 能 の 充 実 に 努 め て い き ま す 0
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公害防止対策

「はたち」を迎えた公害行政の中で、

私達の仕事は、市民の健康保護、自然環

境の保全を基本目標として、大気、河川

等の環境監視、工場・事業所の指導・規
制、公害苦情の解決等多岐にわたってし一

mm

その中でも、

飲用水を全面的に地下水に依存している

現状において、地下水質を保全するため

には、汚染物質を地下へ浸透させない対

備の設置等の指導を徹底しています。
さらには、

都市化の進む中で今後、光化学オキシダ

ント(光化学スモッの濃度の上昇が懸

念されており、平成2年度には光化学オ

キシダントの緊急時等対策実施要領を制

定し、光化学オキシダントによる健康被

害を未然に防止するために市民への広報、

状況の調査等に全力を尽くしています。
今後は、

環境問題を地球的規模として捉え、より

水と緑の保全と創造

●苦情内容別件数(平成2年度)

環境衛生

近年、生活水準の向上に伴い、私たち

の生活ニーズは多様化、個性化の方向へ

と進んでいます。

このような状況の中で市民の生活の安

全を守るため、食品衛生・環境衛生の監

視指導を行うとともに、衛生講習会等も

積極的に開催しています。

また、平成元年4月1日「熊本市ラブ

ホテル建築規制に関する条例」を制定し

快適で良好な生活環境の実現と青少年の

健全を育成を図っています。

一方、環境衛生事業所では、地域団体

の活動と連携して、除草、防疫、ねずみ

・衛生害虫の駆除等を行い、清潔な環境

づくりを進めるとともに環境の美化に努

め、健康な市民生活を支える快適な環境

づくりの一翼を担っています。

墓地・斎場

本市は、 7ヶ所(333,400m*:の市営墓

也(薗)及び納骨堂(800壇)を有し、永眠

された祖先の安住の地として市民に利用

されていますD

防災

健
軍
川
灰
塚
橋
付
近

災害に強い都市を

平成3年6月30日、熊本市を襲った集

中豪雨で市内の河川は各地で警戒水位を

突破し、家屋の浸水、崖崩れなどの被害

が相次ぎ、市では直ちに応急対策や災害

復旧に全力をあげました。

特に9月27日の台風19号は熊本地方気

象台の風速観測開始以来の最大瞬間風速

,4-

HU仙AN CITY KU仙AんlOTO

を記録し、本市にも多大な被害を与えま

した。

過去には明治22年の熊本地震、昭和2

年の潮害、昭和28年の水害など幾多の災

害を被ってきました。

このような災害から市民の生命と財産

を守るため、本市では防災関係機関とと

もに災害危険箇所の防災査察、防災会議

及び防災訓練などを実施して総合的な防

,日..　台風19号来襲時の熊本

県内の雨量状況

j-　-.--

災体制の確立を推進しています0

-方災害が発生した場合、直ちに適切

な対処ができるように水防警報テレメー

ター、レーダー雨量計、河川気象情報な

どによる災害予測、防災行政無線による

通信などの災害応急対策の充実に努めて

います。

更には、 200年ぶりの雲仙普賢岳噴火

による津波対策などについても対処して

います。

そこで本市では、市民一人ひとりの協

力と連帯による防災活動が不可欠となり

ますので、防災展、防災パンフレットの

配布、自主防災組織の育成など防災思想

の啓蒙普及を図り、市民と一体となった

「防災に強い都市づくり」を推進してい

mm

河川排水路

市内には白川をはじめ坪井川など大小

の河川、用排水路が縦横に走っています

が、このなかで、昭和28年には白川の大

水害が、 55年には坪井川のはんらんで大

きな被害をこうむりました。

このため、激甚災害対策特別緊急事業

がはじまり、河川の改修は急速に進めら

れてきましたO　さらに坪井川上流は「ふ

るさとモデル河川」の指定を受けて多目

的遊水池事業が進められ、坪井川の治水

安全度が大きく向上しています。

j/£吾川,丁、ら
j.j

安全で快適な都市基盤の整備

●市域内河川系統図什・、ノ弟~

ノ′・へ・、Jr一・.
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荘器堀川は保田窪放水路の建設と水前寺

公園地区の改修を急いでいますが、完成

すれば帯山水前寺地域の浸水緩和には大

きく役立つことになりますO　また、健軍

川は5.3水害(昭和63年)の経験から健軍

町・新外3号橋から下流2.5kmを重点的

に改修するなどしています。

都市型水害対策

昭和40年代より高度成長の時代を迎え、

本市においても急速に都市化が進み、そ

れまで保水遊水機能を保有していた森林、

田、畑、原野等が急速に宅地化され、雨

水の流出量が増大しかつ短時間で河川に

到達するようになった。

その結果、小河川はもとより、河川に

流入する途中の小水路で局部的に溢水現

象が発生し、いわゆる都市型洪水と呼ば

れる浸水被害が頻発するようになった。

したがって、この対策のため市街化区

域112.2kmを対象とした総合的治水計画

を策定するとともに、事業化を推進し、

併せて、従来の治水施設の能力向上を図

るとともに雨水流出量の増加を抑制し、

土地利用状況の変化に対応した雨水流出

抑制施設の設置が必要となっている。

そこで、公共施設(学校、公園、道路

㌻イ

i　　　　には'聞質脚へ浸透させない対　~附民の皆様の御協力御支援をし-ただ　また、斎場は、火葬炉14基と広い待合　　　　　　　　　　　　　　　貼馴や健軍川、万石川、馴など　等)を利用した雨水流出抑制施設(地下
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消防
HU仙AN CITY KU仙A人へOTO

(消防行政の課題)

21位紀を間近に控え、都市化の進展、

高齢化社会の到来、また、国際化時代を

迎えるなど、消防行政は新たな対応が迫
られています。

(火災防ぎょ活動)

火災等の災害による被害を最小限に止

めるため、本市では、 1局、 3消防署、

13出張所に消防職員568人、ポンプ車23

●主な火災原因と焼損面積(平成2年中)
火 災 件 数 焼 損 面 積 (nO

20 15 10 原因別 ー00 200 300 400 500

天ぷら油

放 火

it サ!

火 遊 び

ォ a a

た ば こ

～0 463

-2715

一一

10

7

24

353

Il lI

196

台、救急車16台、梯子車、救助工作車な

どの特殊車10台を配備するとともに消防

団1回76分団、消防団員3,529人(H3.

12現在)で住民の安全確保に努めていま
す。

(火災予防活動)

建築物、危険物施設等の調査や検査の

ほか、各地区の家庭防火坊活動や幼稚臥

小学校で結成されている幼・少年消防ク

ラブ活動を通じて、火災の未然防止を図

っていますO　また、防災展や各種消防の

行事を通して市民の防火、防災意識啓発
に取り組んでいます。

〔消防の近代化)

消防、救急需要の変化に的確に対応す

るため、コンピューター制御の梯子車導

入等、装備の近代化や、救急業務の高度

火災　水難　労災　運動　加害　自損
0.18%0.03% 1.1% 1.4% 1.0% 1.1%

化等に積極的に取り組み、災害に強い安

全な都市づくりを進めています。

交通安全

交通安全

交通総量の増加、交通手段の多様化、

人口の高齢化等に伴い交通事故はますま

す増加し、依然として大きな社会問題と

なっていますD

本市では悲惨な交通事故を防止し、老

人や子供はもとよりすべての市民が安心

して暮らせる安全で快適な交通社会を実

現するため、幼児、児童、高齢者に対す

る交通安全教育をはじめ交通指導員によ

る街豆酎旨導、公幸鋸古勅等により交通マナ

ーの向上を図るとともに、関係機関と一

体となって交通安全施設の整備に努める

HU八仏N C汀Y KU八八A仙OTO　_,〆瀞遜
Lヤ

自転車放置実態調査年別推移

等、交通安全全般にわたっての諸施策を

積極的に推進しています。

更に、交通事故被災者の救済対策とし

て、交通災害共済事業、交通遺児援助基

金制度の拡充並びに交通事故相談所の充

実に努めていますa

放置自転車対策

また近年、買物、通勤、通学等の手軽

な交通手段として利用される自転車が駅

120

日0

mi

90

0

放置自転車の撤去

周辺や商店街等に大量に無秩序に放置さ

れ、通行障害、都市美観悪化等の諸問題

を引き起こしています。

このため、熊本市自転車の放置防止に

関する条例(昭和61年4月1日施行)に

基づく放置禁止区域の指定や放置自転車

の移動保管等により駐輪に対するマナー

の向上を図るとともに、辛島公園地下に

建設中の駐輪場をはじめ駐輪施設の整備

を促進し、市民の良好な生活環境と都市

美観の維持に努めていますo

交通安全関係指数表(昭和61年- 1 00)　高齢者(80歳以上)の交通事故年別推移
,′(312,309人)

!`
免許保有人口ノ'

＼′/

ノ/メ(340,892台)
一一-/ ._I.

二二∴一盲嘉葦蒜有台数

、,、　　　蝣<i・>-_

。 ・　p
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住宅
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の援助を受けて、健康で文化的な生活を

するのに充分な住宅を市民生活の安定と

社会福祉の増進に寄与することを目的と

して、建設しているものです。この間、

間取りも2Kや3Kから3DKへ、また

設備も、パス、水洗トイレ付きへと向上

しました。

近年は、 fFi営住宅建設のなかで、古く

なった木造の建物は、近代的で「ゆとり

とうるおいのある住まい」 -と建替えら

れています。そして'88年からは児の「く

HU仙AN CITY KU仙A仙OTO

まもとアートボリス」構想を受け、従来

の画一的な集合住宅のイメージを打破し、

景観にも配慮した斬新なデザインを持つ

新地団地・託麻同地の建替えが行われて

います。

このほか、増築をも含めた「住戸改善

事業」を進めています。

平成3年10月1 H現在の市営住宅の管

理戸数は9,888戸(約2万9千人が入居)

で、住宅の修繕工事などは、年度計画を

たてて効率的に行ってし、ます。又その管

理を、住宅の使用状況等を把捉しなから

適切に行っています。

田psMpa

平成2年度の建築着_f二数は4,920仲で、

対前年比で6.8%減となっています。ま

た市の中心部の建築戸数は、当該地区に

おける建て替えが促進されたため数年増

加傾向を示してお1はしたが、最近では

落ち着いた状態となっていますO

本市では、魅力ある都市形成の施策と

p蜘

安全で快適な都市基盤の整備

●建築着=(新築)の推移　金-仰

HHW61T-

fi2

<)3

・1'収Jt^lこ

資料: rfj姐袈析導課

して公開空地の創設による市街地の環境

改善や市民の自主的な街づくりへの参加

など、建築基準法に基づく総合設計制度

や建築協定の推進に積極的に取り組んで

いますO　また独自に優秀建築物表彰制度

を設け、広く市民から推薦を受けたもの

の中から優秀な作品を表彰するなど、潤

いと安らぎを感じる質の高い街づくりを

目指しその一翼を担っています0

-方、市民の環境意識も高まりつつあ

り、建築行政に対する期待も複雑多岐に

わたっていますO　このため「電波障害の

防止に関する指導要綱」、 「中高層建築物

の建築に関する指導要綱」、 「ぱちんこ店

の建築に関する指導要綱」などを施行し、

建築主と周辺住民の相互理解を図ること

に努めています。

また、年々増加する既存建築物の防災

対策は市民の安全を確保する上でも重要

であり、店舗、病院、ホテルなど不特定

多数の人が利用する特殊建築物を対象と

して、消防局と合同で定其舶勺に防災査察

を実施するとともに、窓ガラス、外壁、

看板などの落F物についても調査・指導
を行っています。

さらに、建築行政協力員制度を設ける

ことにより違反建築物の未然防止に努め、

また民間建築団体の協力を得て建築パト

ロールを実施するなど、市民とI-体とな

った監視の弓射ヒを図っており、違反建築

の減少が期待されていますO

公園緑地

都市公劇の整備は、大正13年に水前寺

運動公園を建設したときから始まります。

その後の計画的な整備により、平成3年

度末には533箇所、面積・433ha、市民-

人当たりの公園面積は6.9m2となる見込

みですO

今後、さらに安全で快適な都市基盤の

整備を図るため、

1.地域に密着した児童公1壷1、近隣公園

HU仙AN CITY KU仙A仙OTO
r I/　　㌻vJ　3FTl

/iV一　°

などの基幹公園の計画的な整備を積極

的に進める。

2.中心市街地にオープンスペースを確

保するため、河川敷公胤、線地の整備

を促進する。

e-人当り公園面積の推移

∴∴1~、　　鉦'轟嵩み蝿漸櫛勝広恵蝣v'*.:i;;,'.'し一　　　　　　　　　一　LJ-・、

蓮
政
寺
公
園
完
成
予
想
図

3.レクリェ-ション需要の高まりに対

処して、広域公胤の整備を進めるO

これを基本として、西暦2000年までに市

氏-一一人当たりの都市公園面積を11nf以L

とすることを目標としています。

公園建設にあたっては多様化、高度化

する市民の意識を反映し、より充実した

質の高い公園の整備が求められています。

水前寺江津湖公園の動植物同地区では、

平成3年10月に花の休憩所が完成し、熱

帯植物や四季折々の花を楽しむことがで

安全で快適な都市基盤の整備

きます。

また、古い公園を周辺環境の変化に伴

い、現代にマッチした公園に改良する公

園リフレッシュ事業や、公園の高度利用

空間の創出、保全を図る公園ライトアッ

プ事業にも取り組み、周辺の公共施設や

景観と連携を図りながら、社会の変化に

的確に対応した「ふっと利用してみたく

なる」魅力と活力のある公園づくりを推

進しています。
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上水違

上水道は、市民生活の向上と都市発展

に欠かすことのできない重要な施設であ

り、大正13年の通水以来、今日まで安全

で清浄な水の安定供給に努めています。

平成3年2月1日の飽託四町の合併に

伴い、人口63万人を超える大都市となり

ましたが、水道水源の全量を地下水で賄

うという熊本市上水道の大きな特徴は、

依然変わっていません。このような市勢

の発展と人口増加に比例して増大する水

需要に対応するため、配水管路の整備や

配水池の新設等、拡張事業を行ってきま

した。同時に、この豊富で清浄な地下水

の保全にも努めています。中でも、平成

HU仙AN CITY KU仙A仙OTO

2年10月27日に水と遊び水を学ぶをテ-

J2I… isT^-f・一蒜

.'サ温∴∴　∴殖亀.・

一-SS-.1主芸・菜　--.-*>堅
水の科学館

マにオープンした「水の科学館」は、市

民の方々が気軽に水について学べる場所

として広く利用されており、平成3年7

月27日には入館者が10万人を突破するな

ど、水に関するPRの場としてその効果

をあげています。

今後は、旧飽託四町を含めた施設の整

備を実施しながら、更にきめ細かい水供

給体制の実現化をめざすとともに、日本

一うまい天然のミネラルウォーターの確

保と安定供給の確立にも努力を重ねて行

きます。

水の科学館内部のモニュメント

●使用水量と音及率の推移
普及率-給水人Jj/市総人口

下水道

下水道幹線築造工事(シールド工法)

蝣
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HU仙AN CITY KU仙A仙OTO

●下水道人口比普及率

下水道は、快適で健康な市民生活と公

共用水域の水質保全を目的とした都市の

基幹施設ですO

昭和23年中心市街地に着手して以来、

逐次区域を拡大し、現在、 10,708haの区

域に基本計画を策定、事業認可区域は

8,334haとなっていますD

計画区域を5処理区に分割し、このう

ち中部、東部、南部、北部の各処理区に

ついてはすでに処理開始しており、西部

処理区については平成2年度より処理場

の建設に着手しています。

現在、整備面積5,034ha、処理人口32

万9千人、行政人口比普及率53.3% (全

国平均44%)となっており、今世紀中の

完成をめざし事業の推進を図っています。

また、平成3年2月の飽託4町との合

併を機に基本計画区域の拡大について検

討しています。

尚、下水処理水は貴重な水資源であり、

有効に利用するため、中部浄化センター

では、昭和60年から稲作のかんかい用水

として近隣の水田225ha (対象農家戸数

529戸)に供給しており、南部浄化セン

ターでも場内の水洗便所、泉水に下水処

理水を使用しています。今後、普及率の

向上とともに処理水はさらに増大し、そ

の再利用について積極的に取り組むこと

にしています。

29
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市街地開発

本市は、 1市6町で構成する熊本都市
計画区42,479haの大部分と植木町を中
心とする植木都市計画区域6,855haの一
部及び一都市計画区域外(河内町全域)で
構成されています。

熊本都市計画区域(市城分23,090ha)
は市街化区域(市域分9,9Z7ha)と市街化

HU仙AN CITY KU仙A仙OTO　詳
EH

調軽r東城(ftJ城分13,163ha)とにl*サさ
れ、計画的な市街地の形戊や都.If某観に
ftlilj鼓L--/"∩->**-#蝣よい恥・つく　りを、ま/J　)j

で無秩l事なifi街地の開発規制に努めてい

ixa*

植木都市計画[x:土成(了い成分137ha)は、

いヽ

■車・ I
- -,IJい,メ

ノ

市街化区域と市街化調整区域の区分は無

く、用途地域指定(市城分14.1ha)とそ
れ以外(無指定区域・市城分122.9ha)と

に区分され、適正な建物用途の配置及び

必要な規制を加えた開発許可あるいは周
辺と調和のとれた建物の誘導に努力して

いますo　また、都市の面的開発当窪備とし
てEt、 l†l剖IiCfi一一-i:地KKMtS和事丈等en区

画整理車業や開発許可制度による計画的

な整備を図っていますO
平Iife 2年度末I見蝣fr.ど?)郡市汁由施　しノ.1jt

画が決定されているものは、道男各51路線、

公園197カ所、緑地15カ所、墓園3ヵ所、
i流通業務団地1ヵ所、自動車ターミナル

2　カ所、駐車場1カ所、 j駅前広場4ヵ所、

下水道終末処≠里場5ヵ所、汚物処理場1
ヵ所、ごみ焼却場2ヵ所、火葬場1ヵ所

であり、川貞次整備が進められています。

なおt j市街イヒ調整区域については、市
街イヒを抑制し、自然環境の保頑と活用を

図り、優良農用地の保全と農業基重盗の整

備に努めています。

都市の整備
蝣tfi&:化する†⊥仝] i竹-oil-で吐ノJあ>¥Iい

核都市の創造を目指して、拠,L烹地区の描

什化や良如I --V/?,什環1屯のm¥凡を1、¥I -s ^y>、

均衡ある都市機能の更新や配m.、地域環
境の保全など、特性や要素を活かLた:也

[*の形成を目的にLた二都市の軽備に関す
る調査等を'j:施しています。

中蝣l>rllT街地においては、民間開発に対

し本,L柊初の優良再開発建築物整備促進m

箕を活用し、快適で′左全<な歩行者空間の
別,4',や周辺環境を考慮した良空耳の娃築物
tJjヤSfiiiiをf.ii..畦し　ています.、

一一万、熊本駅周辺については「熊本駅

前北地区節I一一和市街地rt開発4v業」がlド

成4年J空"JtTすることにより、駅J?mの

i,引生化推進に対する大きな効果が期待さ

れています。

更に、副都心としての形成を[ォ]るため、

「丁.'h小銭u札辺地jJJWォiit≠思」を).tに.桃ill

轍ifeU二fl'tやllf†'.M'il'i i-.地JL1主1⊥*S 'JIのも

ヒMI |tlj川'JにJUJi*^ていさます.,

このように、盟かで潤いのある郁rhJ空

間の創造と共に、 ffrJjある拠　地IXの別

道を目指して、住比参加.tuのまちづく　り

を推進することにしています(,

安全で快適な都市碁芦の整備

区画整理
土地区画整理事主菜は、計画的で秩序あ

る街づく　りを進めるために、道路、公園、

7水路などの公共施設を当賂備し、宅地の利
用増進を図ることを目的としていますO

本市では、戦災で焦土とイヒした市中心

部`の復興土地区画整理事業をはじオ)、東

部第一土地区画整理事業など、既に32地
区l,321.7haが完了しています。

蔓見.鑑、南部第一土地区画整理ヰi業外10

地区約177.5haで一事業が行われています
が、中で、も南部第一土地区画整理車:業は

耶Il】1.汁1*1i且路:l路線,蝣蝣蝣)1駐ffiをa lめ,1、、

中学校、ショッピングセンター、公園な

どとともに「緑と女らぎとざ闘いのある、
街づ`く　り」が進められていますo

また、西南部地域開発のj処.亡夫づく　りを

めざし、都市計画i盗冒各近見沖新線の整備

とともに、島町周辺を含め一体的に両整
備を行う{二め、西部第一土地区癖j整玉里-拳

業を現在施行していますO

て'L,、校も、 ETt二両離蝣>・.-lJv-Jfc':r> P K 、 *・'<縄を

稗極的に行い、住民参加のもと、魅力あ

る窄テづく　りの推進を図っていく方針ですo

地籍調査

地籍調脊事業は、田との甚礎調査であ
り、　T.ryの　上拙く・n-)i態をniM;  、 JU.

地!ti:¥に土・致する日経を地相図、地mm

を磐備し、地籍の明確イヒを図ることを目

的としています。

本部某の成果は、財鹿の保全はもとよ

り、 1`地frJ用の,*;.'」化、 ∫.';1.主;53上品::)煤I'm、

秩序あるHi街地形成等の都市づく　り等,

l二地に関するあらゆる施策の基礎資料と

して多目的に利i舌用できるものです,,

本巾においては、凶l・_凋脊促進と陣別・ftt

ii`・:;J二による三才ゴi.Xmot <¥-,汁IIlllにJ,L-jさ、

¥'-i&.ご<l "iを手JJ叶."」として-I-'Ju川-iiま

で本Jh-の東部地区43.80>F方キロメート

ル83,000節について計痢し、 *アf-成3年度

までにiimj"(潤;を含む)、 1.82-・!・方キロ

メートル、 7,100筆が完1しています,,

1ヾ事Tlは、間係指し-)l'lr附0: It,'りj.'.<蝣kき

*d^括消-Kt: & fziih. 4iH&coWi闇誠閉脚M

l_ヾ汀'Alx<*I、判り. ′-[純M仙n'.ji二事」*・ffi　粧

します。

西回りバイパス

選出虻墨壷選艶塑愚生

安全で快適な都市基盤の整備
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都市計画道路

那市計画通路vT)J^

備にあたっては、第

10次通路整備5ヶ年計画(昭和63年度一
平成4年度)の整備方針に基づくことは

もとより、市内交通の円滑化と熊本都市

圏を含めての総合的な観点に立ち、交通

混雑の解消を目指して整備を進めている。

杵に主要な幹線道路については環状、

放射状に軽備を進め、都心部への交通集
中の弊害を是正することで、交通施設の

中核的役割をもたせる。さらに、幹線道

路を補完する通路については、適正かつ

合理的な上地利用を促進し、良好な居住

道路・駐車場
HU仙AN CITY KU仙Aん10TO

環境の保全、即ち地域の特性と緑地の保

存等に配慮し、生活退路として利便性の
高い退路を整備する。

熊本市域の都市計画道路は、 51路線の

総延長194kmが決定され、延長104kmが改

良済で、整備率は53.6% (H3.4.1現在)

である。平成4年度は熊本駅北部線をは

じめ、 16路線の整備を計画している。

市道整備

道路は、私たちの日常生活や経済活動

に欠くことのできない最も重要な社会資

田isa

近年、生活の質的な向上と共に、身近

な生活圏の環境整備、さらには明るい街

づくりが提唱されています。都市の退路

は、機能的で安全であることはもちろん、

環境面でも美しぐ快適であることが強く

求められています。

このようなことから本市では、社会的

要望に見合った豊かさが実感できる「み

ちづくり」を重点施策として実施してお

り、地域の歴史と文化を取り入れた退路

の環境整備、また交通渋滞対策としての

幹線道路の整備、さらには生活様式の変

化による夜間の交通を確保するための遺

E各照明強化などを積極的に推進していま

-f

しかし、一・方では商業活垂加二起凶して

設置される広告物、看板等が郡市景観を

損なったり、路上における自転車等の放

;削こより、交通安全両での問題を」じる

ばかりでなく、都市の美観に与える影響

も大きく、これらの問題意識の啓発を積

極的に進めることにしています。このよ

うに今後も、通路整備を積極的に進め、

活力と潤いのある地域社会の形成や安全

で快適な生活環境の改善を図っていきま

to

地下駐車場

私たち市民の日常生活に、自動車が必

要不可欠な交通手段となっている現在、

駐車場は、都市機能の充実、道路交通の
円滑化等の社会的要求に対応するための

重点施策として整備する必要があります。

市の都心部では、退路容最の不足に加

え、駐車場の需給バランスの崩れによる

駐車待ち行列、駐車場探しの車両が多い

ことから、道路混雑がみられます。
また、都心部に駐車場が不足すると、

自動車交通が不便になるだけでなく、既

存の商業、業務の停滞を起こし、これら

の施設が、駐車場用地の確保しやすい郊
外に移転するなど、都心部の空洞化を招

くことにもなります。

そこで、市では退路本来の機能を回復

させ、都心部の活性化を図る上からも、

道路<Kffifiとitf- f]し駐車場enでmを`iVK一

体となって行い、円滑を道路交通と、都

市機能の高次化を推進します。

「辛島公園地下駐車場」は、地卜3階

構造で自動車625台、二輪車400台.それ

に自転車200台を収容する児内最大規模

の駐車場であり、平成4年度のオープン

予定で1二事を進めていますo　この駐車場

は、自動車の利用だけでなく、駐輪場と

地下通路を併設しており、都心部の都市

環境と歩行者の利便朋∴　快適性に人きく

寄Ij・するものと期待されますQ
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熊本空港

基幹交通
HUんlAN CITY KU仙A人へOTO
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熊本空港

昭和46年4月、高遊原台地に開催した

熊本空港は、昭和55年に滑走路が3千m

に延長されたほか、昭和58年国際線ター

ミナルビル、 63年には新貨物ビル、平成

2年末には新ターミナルビルがオープン

するなど大型化、国際化が進むフライト

事情に十分対応できる施設・機能の整備

拡充が行われていますO

現在、国内線では、全日本空輸、日本

エアシステムに加え、平成3年7月から

EJ本航空も就航しており、東京へ一日7

便、大阪へ5便、名古屋、沖縄へ各一便

が運航しているほか、平成4年6月には

札幌線も開設される予定となっています。

また、国際化の進展する中、昭和54年に

運航開始されたソウル線が、現在、日本

航空と大韓航空により週4便運航されて

いるほか、中国、東南アジア、-ワィ、豪

州方面-のチャーター便も増えています。

このように空港施設の充実、航空路線

の拡充に伴い、開港当時48万人にすぎな

かった乗降客は平成3年には211万人に

貨物は1,900tから16,144tに達しており、

熊本の空の玄関として、熊本空港の果た

す役割はこれまで以上に重要なものにな

ると予想されていますo

鉄道網

九州を縦断する鹿児島本線と、横断す

る豊肥本線は本市で交わり、九州の大動

脈として観光、ビジネス、流通など広い

分野にわたって重要な役割を果たしてい
ま-i¥

市城内には、両線が結節する熊本駅の

ほか、鹿児島本線に熊本工大前駅、上熊

本駅、川尻駅の3駅、豊肥本線に南熊本

駅、新水前寺駅、水前寺駅、東海学園前

駅、竜田口駅、武蔵塚駅の6駅があり、

合計で年間l千万人以上の乗降客が利用

しています。平成4年7月には、豊肥本

線に平成駅が設置開業の予定となってい

ます。

一方、九州新幹線鉄道(博多一鹿児島

計画延長249km)は、八代～鹿児島間が

平成3年9月に着工されましたが、都市

間交通の利便性の飛躍的向上と地域発展

に大きく寄与することから、その早期全

線整備が強く望まれています。

九州縦貫自動車道

本州と連結する九州縦貫自動車道は、

北九州-鹿児島♪　宮崎を結ぶ計画延長

432kmの高速自動車道であり、現在北九

州-人吉、えびの-鹿児島、えびの-宮

崎間の約409km、総延長の95%が開通し

ています。

昭和61年には、熊本-植木間の一日平

均交通量が2万台を超え、また、都市間

高速バス輸送の拡充が進むなど、九州の

動脈路線として利用は年々増加していま

す。

しかしながら、人吉-えびの間はいま

だ開通しておらず、九州の中央に位置す

る本市の拠点性の一層の向上を図るため

にも、全線の早期開通が待たれるところ

mm

熊本港

昭和49年4月重要港湾に指定された熊

本港は、物資流通の拠点として、熊本都

市圏に低コスト大量輸送の門戸を開き海

外への窓口として、貿易の振興に寄与す

るとともに、企業立地や道路細の整備を

通して、本市西部はもとより、都市圏経

済の発展に貢献する基幹流通施設として

期待されています。

昭和63年3月には、熊本港大橋(872m)

と物揚げ場が完成し、現在、 1千トン級

フェリー用の岩壁及びターミナル建設が

行われており、平成4年秋にはフェリー

就航が可能となります。

平成9年度には、全面開港が見込まれ

1万5千トン級の船舶も就航できること

になります。

また、港湾埋立地内には、流通加工型

工業の立地や、マリーナ、人工海浜など

の施設が併設され、海洋性レクリエーシ

ョン基地がつくられる予定です。

蝣Ii - ; *-∴　一　三"i -.-.:|
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安全で快適な都市基盤の整備

熊本港



▼:,..蝣'.irliiLJ一▲..ーXî A i血 i山∴止 ▲J Llh .一l!L
ldifilhfrW lt

i.タ一 +

. I「 1 安 全 で 快 適 榔 基 盤 の 整 備

● 走 行 キ ロ と 乗 車 人 員 の 推 移 (単位 ‥キロL 人)

.li
m
壊.
I+:

.㌻

‖ ∴}

-

; ,

誌 ＼ ＼ 、、竺 S 56 S 57 S 58 S 59 S 60 S 6I S 62 S 63 H I H 2

走柳 川 79 ,02… 81,209 1,399 ,557 1,37画 一,363 ,835 1,363 ,槌7 竺 83中 54 ,844 1,385空 1,474 ,4 18
電 車 東萩 ft 10 ,0 ′17 1 9 ,925 ,5 18 9,753 ,677 9′即 69 i 9,166 ,讐 g′243′165 9 ,0聖 L塑 7-7 塑 003 9,002,脚

走行キロ 6,283 ,135 6′317 ,359 6′372 ,478 6,725 ,48両 123 ,333 6′194 ,495 6 ,779,5 7中 ,833 ,72 1 6 ,831,343 6,822 ,269

-m 民 さ--
鵜事

■■l
! !

ノヾ ス
乗車人員巨7,124′500 26 ,001,は8 24,623 ,994 23,286 ,829 2岬 7′卜蝣26 2 1,240 ,577 20′338,253 19 ,930 ,009 19一178,464 19,0 1… 74

市 営 交 通 は 、 電 車 が 大 正 13 年 8 月 、 路

線 ′ヾ ス が 昭 和 2 年 1 1 J] の 創 業 で 、 現 在 の ● 走 行 キ ロ と 乗 車 人 員 の 推 移 (電 車 ) て 丑 ふ さ 一 l

車 内 数 は 電 車 4 1両 、 バ ス 19 0 両 で 一一日 平 (乗車人員) (走行与D)

均 8 万 人 を 越 え る 乗 客 を 運 び 、 両 署交 通 こ の よ う な 状 況 に 対 応 し て 、 軌 道 敷 内 5,000一OOOt ′800,000
こl′

機 関 と して の 重 要 な 役 割 を 果 た し て い ま へ の 他 車 乗 入 禁 止 、 新 型 電 車 . 新 都 市 型

す O バ ス の 導 入 、 都 市 景 観 に マ ッ チ し た 電 停 l2′000,000 走榊 l洲 0D

J士つ 駈 言 1, I ÷孟t

・t:」l: こtj . 担 11= 昌fW J一′ ..」 、 宵
しか し 、 近 'f -の 退 路 父 適 の 此 雑 と 、 白 の 丘 惰 、 停 K /'Jr上 屋 や ノー フ 一 式 バ ス 停 乗臥 員

家 円 卓 . l J輪 車 な リ 交 通 手 段 の 多 様 化 に 標 識 の 設 置 利 用 客 の ニ I ズ に あ っ た ダ r Jへ00.000

滋 .避 …

..ill

威 ,JIヰ

′ど.、 い.退 転l/,

′rく .̀

で臣 、、 公 営 交 通 を と リ ま く環 境 は 依 然 厳 イ ヤ の 見 i竜‥L 等 一 連 の サ - ビ ス 改 善 を 図 9,000,000

し い もの が あ ー.は す O り 利 用 客 回 復 へ の 努 力 を 続 け て い ま す 900.000

I+
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